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ナ
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生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

４
月
９
日
、
日
本
共
産
党
戸

田
市
議
団
は
、
２
０
２
６
（
令

和
８
）
年
４
月
か
ら
埼
玉
県
水

の
料
金
値
上
げ
撤
回
を
求
め
る

署
名
６
９
５
筆
（
第
２
弾
）
を
、

城
下
の
り
子
日
本
共
産
党
県
議

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

手
渡
し
た
後
の
懇
談
で
本
田

哲
市
議
は
、
３
月
議
会
で
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い

値
上
げ
負
担
分
を
回
避
す
る
こ

と
を
求
め
た
が
、
４
月
か
ら
水

道
料
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
報
告
。
城
下
県
議
は

「
八
潮
市
で
起
き
た
道
路
陥
没

事
故
を
受
け
、
上
下
水
道
の
老

　

12
日
、
日
本
共
産
党
の
志
位

和
夫
議
長
は
大
宮
駅
前
で
街
頭

演
説
し
、
７
月
の
参
院
選
挙
で

の
、
は
た
や
ま
和
也
候
補
ら
比

例
５
候
補
の
勝
利
と
、
埼
玉
選

挙
区
で
の
伊
藤
岳
候
補
（
参
院

議
員
）
の
二
度
目
の
勝
利
を
と

訴
え
ま
し
た
。
駅
前
に
は
３
０

０
０
人
を
超
え
る
有
権
者
が
詰

め
か
け
熱
気
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
戸
田
市
か
ら
も
60
人
の
参

加
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

志
位
さ
ん
は
、「
物
価
高
騰

か
ら
ど
う
や
っ
て
く
ら
し
を
守

る
の
か
」、
消
費
税
減
税
と
大

幅
賃
上
げ
を
国
の
責
任
で
、
大

企
業
の
膨
れ
上
が
っ
た
内
部
留

保
を
中
小
企
業
へ
の
直
接
支
援

に
回
す
こ
と
、「
ト
ラ
ン
プ
の

ア
メ
リ
カ
と
ど
う
向
き
合
う
の

か
」
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
の
落
日
が
始
ま
っ
た
。

日
米
同
盟
絶
対
で
こ
の
ま
ま
言

い
な
り
を
続
け
て
い
い
の
か
、

本
当
の
独
立
国
と
い
え
る
日
本

へ
と
、
二
つ
の
問
題
へ
の
打
開

の
道
筋
を
示
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
岳
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

６
年
間
で
１
８
０
回
も
の
国
会

質
問
で
「
命
を
大
切
に
す
る
政

治
を
」
と
情
熱
を
燃
や
し
て
き

た
。
八
潮
の
道
路
陥
没
事
故
を

い
ち
早
く
取
り
上
げ
、
国
の
老

朽
化
対
策
の
先
送
り
を
デ
ー
タ

で
示
し
指
摘
、
下
水
道
の
標
準

耐
用
年
数
50
年
の
見
直
し
を
求

素
晴
ら
し
い
政
治
家
、

素
晴
ら
し
い
政
治
家
、

伊
藤
岳
の
２
度
目
の

伊
藤
岳
の
２
度
目
の

勝
利
を

勝
利
を

「
命
を
大
切
に
す
る
政
治
を
」

「
命
を
大
切
に
す
る
政
治
を
」

大
宮
駅
で
志
位
議
長
の
訴
え
に
３
０
０
０
人
超

大
宮
駅
で
志
位
議
長
の
訴
え
に
３
０
０
０
人
超

め
ま
し
た
。
石
破
首
相
は
「
見

直
し
を
検
討
い
た
し
ま
す
」
と

答
弁
。
国
土
交
通
省
は
設
置
後

30
年
を
経
過
し
た
大
規
模
下
水

道
管
の
特
別
重
点
調
査
を
自
治

体
に
要
請
し
た
こ
と
を
報
告

し
、
伊
藤
さ
ん
の
埼
玉
で
の
貴

重
な
議
席
を
と
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
他
党
は
消
費

税
減
税
の
財
源
を
示
せ
な
い
、

財
源
示
せ
る
の
は
日
本
共
産
党

だ
け
。
志
位
さ
ん
の
話
は
大
変

分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

朽
化
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、

『
老
朽
化
対
策
の
た
め
に
は
料

金
引
き
上
げ
は
し
ょ
う
が
な
い

の
で
は
』
と
い
う
声
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
と
排

水
は
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
、
公
共
性
が
高

い
。
国
が
し
っ
か
り
お
金
を
出

し
て
支
援
す
る
こ
と
が
本
来
の

あ
り
方
で
す
。
ご
一
緒
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

署
名
は
４
月
11
日
現
在
３
５

４
１
筆
が
県
議
団
控
室
に
届
け

ら
れ
て
お
り
、
４
月
15
日
に
企

業
局
に
提
出
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。

※
県
議
団
Ｈ
Ｐ
よ
り
文
章
一
部
抜
粋

県水値上げ撤回署名695筆手渡す県水値上げ撤回署名695筆手渡す
日本共産党戸田市議団日本共産党戸田市議団



1 8 8 7 号　日本共産党地域新聞　2025 年 4 月 20 日　　議員団ホームページ　https://www.jcp-toda.net　E メール　t-kyosan@outlook.jp

和
光
特
支
の
全
面
改
修
盛
り
込
む

和
光
特
支
の
全
面
改
修
盛
り
込
む

　

埼
玉
県
の
大
野
元
裕
知
事
は

　

埼
玉
県
の
大
野
元
裕
知
事
は

２
月
２
月
1212
日
、
２
０
２
５
年
度
県

日
、
２
０
２
５
年
度
県

予
算
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

予
算
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
、
教
室
不
足
が
深
刻

の
な
か
で
、
教
室
不
足
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
特
別
支

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
特
別
支

援
学
校
に
つ
い
て
、
和
光
南
特

援
学
校
に
つ
い
て
、
和
光
南
特

別
支
援
学
校
の
全
面
改
修
の
方

別
支
援
学
校
の
全
面
改
修
の
方

針
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

針
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
八
潮
市
（
２
０

ま
た
、
新
た
に
八
潮
市
（
２
０

３
０
年
度
開
校
予
定
）
と
ふ
じ

３
０
年
度
開
校
予
定
）
と
ふ
じ

み
野
市
（

み
野
市
（
2929
年
度
開
校
予
定
）

年
度
開
校
予
定
）

に
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
を

に
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
を

新
設
し
ま
す
。

新
設
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
戸
田
市
議
団
は

　

日
本
共
産
党
戸
田
市
議
団
は

保
護
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

保
護
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

２
０
２
４
年

２
０
２
４
年
1111
月
に
城
下
の
り

月
に
城
下
の
り

こ
県
議
と
と
も
に
現
地
視
察
を

こ
県
議
と
と
も
に
現
地
視
察
を

行
い
、
和
光
南
特
別
支
援
学
校

行
い
、
和
光
南
特
別
支
援
学
校

の
校
長
と
懇
談
を
し
ま
し
た
。

の
校
長
と
懇
談
を
し
ま
し
た
。

生
徒
の
数
に
教
室
が
追
い
付
か

生
徒
の
数
に
教
室
が
追
い
付
か

ず
、
廊
下
で
授
業
を
し
て
い
る

ず
、
廊
下
で
授
業
を
し
て
い
る

実
態
な
ど
か
ら
、
日
本
共
産
党

実
態
な
ど
か
ら
、
日
本
共
産
党

県
議
団
と
と
も
に
早
急
な
改
善

県
議
団
と
と
も
に
早
急
な
改
善

を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度　

県
予
算
案

２
０
２
５
年
度　

県
予
算
案

未来は変えられる！
戦争ではなく平和なくらし！

2025憲法大集会

5月3日（土）
11:00 ～ ※メインステージ 13:00 ～

東京・有明防災公園
＊東京臨海高速鉄道りんかい線
　「国際展示場」駅より徒歩 4分
＊ゆりかもめ東京臨海新交通臨海線
　「有明」駅より徒歩 2分

防犯対策補助金が開始します

市内の戸建て住宅に住む世帯主(市民)が対象です。

物
置
の
部
屋
を
使
っ
た
重
複
障
が
い

の
あ
る
生
徒
の
部
屋
。
ど
の
部
屋
も
狭

く
て
圧
迫
感
が
あ
り
ま
す
。

※市 HP より転載

●戸田市住まいの防犯対策補助事業の対象

■補助金額：補助対象設備などの設置に係る経費の合計
額の 2 分の 1 に相当する額（1,000 円未満は切り捨て）
または、上限 2 万円のいずれか低い額

■交付対象 : 市内に居住し、かつ住民登録している戸建て
住宅に設置する防犯対策設備

※マンション、アパートなどの共同住宅は対象外
■対象期間：4 月 1 日（火）以降に購入、設置した補助対

象設備など
※先着順で補助申請の受け付けを行い、予算上限に達し

た時点で終了します
※購入、設置した際のレシートや領収書は申請時に必要

です。7 月の受け付け開始まで捨てずに大切に保管して
ください

●戸田市自動通話録音装置貸出事業の対象
　特殊詐欺発生の更なる被害拡大を防ぐため、通話録音
機を貸し出しします。 固定電話機に接続されている電話
線を通話録音機に接続するだけで簡単に設置できるもの
を予定しています。
       
■対象世帯 : 次のいずれかに該当する市内に居住の世帯・

65 歳以上の高齢者のみの世帯 ・日中、在宅の世帯員が
高齢者のみであることが常態である世帯 

※先着順で貸し出し申請の受け付けを行い、予定台数に
達した時点で終了します

※申し込み方法など詳しくは、市ホームページでお知ら
せします。


